
未来を守る本物の森づくり
プロジェクト

＝小学校樹木調査

・緑の学習会＝

今回実施した学校：

神森小学校・内間小学校・

沢岻小学校

うらそえグリーンベルトプロジェクト

浦添市まちづくりプラン



事業計画の変更
 当初の事業計画は、市内３小学校を訪問し、樹木の調査・分析及び緑の学習会

の開催を予定していたが、コロナの影響で学校訪問が厳しい状況となり、下記
のとおり計画を変更。

 （１）対象者：学校関係者、児童生徒及び保護者

 （２）実施場所：神森小学校、内間小学校、沢岻小学校

 （３）内容

 ①学校内の樹木等の調査：学校内及び学校周辺の樹木等の調査

 ②調査分析の結果の取りまとめ及び報告書の作成

 ③緑の学習会：仲西小学校区緑の少年団

 ④学校の緑に関する説明用映像の作成及び提供

子ども達がいつでも学校で学習ができるよう学習用映像を作成し学校に提供。

 ⑤カブトムシの森づくり育樹祭の開催



各学校の位置図
1945年頃

終戦直後の浦添市は大半が森と畑であった。



各学校の位置図
２０１０年

現在は、都市化が進み森林や緑は少なくなった



浦添域の土地的極相林とは 植物社会学・潜在自然
植生的に推論

１浦添市域の極相林種の生態的最適域分類

ガジュマル林―ハマイヌビワ林・・露岩地、崖地

タブノキ林・・・・湿潤地、肥沃地

ヤブニッケイ林・・乾燥地、肥沃地の中間的土壌

アマミアラカシ林・・・乾燥地、貧養地

２ 調査地の土地的極相林の推定

神森小学校・・アマミアラカシ、ヤブニッケイ、タブノキ

内間小学校・・ヤブニッケイ、タブノキ

沢岻小学校・・ヤブニッケイ

アマミアラカシ

タブノキ



神森小学校の調査結果

樹木調査結果

（１）調査日時：令和２年１１月１４日

（２）調査箇所：学校内及び学校周辺

（３）推定土地的極相林：アマミアラカ
シ林、ヤブニッケイ林、タブノキ
林



内間小学校の調査結果

樹木調査結果

（１）調査日時：令和２年１２月２６日

（２）調査箇所：学校内及び学校周辺

（３）推定土地的極相林：ヤブニッケイ
林、タブノキ林



沢岻小学校の調査結果

樹木調査結果

（１）調査日時：令和２年１０月３１日
１１月７日

（２）調査箇所：学校内及び学校周辺

（３）推定土地的極相林：ヤブニッケイ
林、



仲西小学校の緑の学習会
仲西小学校の緑の学習会風景（１）日時：令和３年１月２９日

（２）参加者：児童生徒７名、

保護者１名、グリプロ５名

（３）内容：アマミアラカシ苗の鉢替

（４）参加した子どもたちの声：

• 大きく育ったらドングリの実を使ってパンを作
りたい。

・土いじりが楽しかった。

• 大変だったけど楽しかった。大切に育てていき
たい

• カブトムシやクワガタムシが住めるような木に
なって欲しい。

• 自分が大きくなったら、子どもに自分が育てた
んだよと語ってあげたい。

・雑草取りの時虫がいたのでビックリした

• 鉢植えした木は今の学校の木みたいに大きく
なって欲しい。



カブトムシの森育樹祭
育樹祭の風景（１）日時：令和３年２月２７日

（２）参加者：児童生徒８名、

グリプロ７名 その他大人7名

（３）内容：令和元年5月に植栽したシ
マトネリコの育樹作業（施肥）

（４）参加した子どもたちの声：

・ミミズが出てきて面白かった。

・普段したことがないのでとても良い
経験になった。

・将来が楽しみ。見てみたい。

・自分が植えた木が育っているのをみ
て嬉しかった。

・カブトムシが来るのが楽しみ。



学校の緑に関する学習用映像作成
（１）対象校：仲西小学校、神森小学
校、内間小学校、沢岻小学校

（２）作成方針：

①学校の歴史的映像の導入

②現在学校内樹木の紹介

③木の利用の紹介

④かつての森の姿を推定

⑤沖縄の森の生き物たちの紹介

⑥児童生徒の映像

等々

（３）学校の感想等：

①次年度の総合学習等に使いたい

②学校の周年事業などにも使いたい
③環境学習用教材として使いたい





令和2年度の総括

• コロナの影響により計画が変更され暗中模索での活動を余儀なくされた。

• 一方で、映像作成という非接触型の伝達方法を取り入れたことにより、より内容
を充実させ、作成した資料が長期間に亘って提供先の学校に利用されていくとい
う可能性を引き出したことは大きな成果。

• コロナ禍の影響により人間の自然免疫力が注目され、自然度が高いほど免疫力
のアップが報告されている。潜在的自然植生を目指すグリプロの活動と基軸を
同じにするものであり、社会的要請に応えるためにもグリプロの活動の重要性
が増していくものと期待される

• 学校側とのコミュニケーションが比較的スムーズに進行し、次年度の令和３年度
に一部の学校の総合学習でグリプロが関わっていくことが確認されたことも大き
な成果。




